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暮
ら
し お知らせ

information

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

国
民
年
金
か
ら

交
流
サ
イ
ト
を
悪
用
し
た

振
込
詐
欺
に
ご
注
意
！

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

お
よ
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保
険

や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料

を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課

税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令

和
５
年
１
月
か
ら
令
和
５
年
12
月

ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全

額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
の
保
険

料
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま

れ
ま
す
。
自
分
の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、
家
族︵
配
偶
者
や
子
な
ど
︶

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保

険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
と
き

に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら「
社
会
保
険
料︵
国
民
年
金

保
険
料
︶
控
除
証
明
書
」
が
送
付

さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
申
告
書

提
出
の
と
き
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ら
れ
た
人
に
は
、
翌

年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予

定
で
す
。

■
問
合
せ

室
蘭
年
金
事
務
所

︵
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
︶
／
住
民
税
務

課
住
民
・
戸
籍
年
金
係︵
☎
74

－

3
0
0
2
︶

道
内
で
は
、
投
資
名
目
に
よ

る
振
込
詐
欺
被
害
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
、
交
流
サ
イ
ト

︵
以
下
Ｓ
Ｎ
Ｓ
︶の
投
資
勧
誘
の
投

稿
に
興
味
を
も
っ
た
50
代
女
性
が

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、

別
の
ア
プ
リ
を
取
り
込
む
よ
う
指

示
さ
れ
、
計
２
７
０
０
万
円
を
だ

ま
し
と
ら
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
お
け
る
投
資
名
目
の

投
稿
に
は
安
易
に
「
い
い
ね
」
を

し
た
り
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を

送
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係
︵
☎
74

－

３
０
０
５
︶

被
害
者
支
援
の
輪
を
広
げ

ま
し
ょ
う

伊
達
警
察
署
か
ら

行

政

【
性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
「
＃

８
１
０
３（
ハ
ー
ト
さ
ん
）」の
周

知
】わ

い
せ
つ
被
害
や
痴
漢
に
悩
ん

で
い
る
人
は
、
性
犯
罪
被
害
相
談

電
話
「
＃
８
１
０
３︵
ハ
ー
ト
さ

ん
︶」に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
道
内

か
ら
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
発
信
さ

れ
た
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
本
部

︵
方
面
本
部
︶の
性
犯
罪
被
害
相
談

窓
口
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
冬
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施
】

「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

・
運
動
期
間

11
月
13
日
︵
月
︶

~
11
月
22
日
︵
水
︶

・
運
動
重
点

１
.
子
供
、
高
齢
者
を
始
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
確
保

２
.
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
と
全
席

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

３
.
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
問
合
せ

伊
達
警
察
署
︵
☎
22

－

０
１
１
０
︶

「
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
て
、
寒
さ
対
策
も
お
忘

れ
な
く
」

室
蘭
地
方
気
象
台

地
域
防
災
係

長

上
田

崇
裕

今
年
は
、
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
か
ら
５
年
、
北
海
道
南
西
沖
地

震
か
ら
３
０
年
、
関
東
大
震
災
か

ら
１
０
０
年
と
な
る
な
ど
、
過
去

の
地
震
災
害
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
今
後
に
備
え
る
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
、

道
内
全
域
で
大
規
模
停
電
が
発
生

し
、
断
水
が
起
こ
っ
て
飲
食
が
困

難
に
な
り
、
携
帯
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
く
、
連
絡
や
情
報
入
手
が

困
難
に
な
っ
た
ほ
か
、
交
通
機
関

が
運
休
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
ま
し

た
。
ま
た
、
厚
真
町
を
中
心
に
大

規
模
な
斜
面
崩
壊
が
起
こ
り
、
多

く
の
死
傷
者
が
出
た
ほ
か
、
厚
真

町
の
火
力
発
電
所
、
室
蘭
市
の
石

油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
施
設
の
火
災
、

登
別
市
、
安
平
町
、
む
か
わ
町
な

ど
で
多
数
の
住
宅
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地

震
に
対
し
て
、
み
な
さ
ん
は
日
頃

か
ら
ど
う
い
う
備
え
を
し
て
い
ま

す
か
。
水
や
食
料
の
備
蓄
、
非
常

時
の
持
ち
出
し
品
の
準
備
、
家
の

中
や
職
場
で
家
具
な
ど
が
倒
れ
て

こ
な
い
よ
う
に
、
耐
震
固
定
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
地
震
が
発
生

し
た
時
の
連
絡
手
段
や
集
合
場
所

に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
で

話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で

す
。ま

た
、
冬
季
に
地
震
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、
防
寒
具
や
手
袋

な
ど
の
防
寒
グ
ッ
ズ
を
ま
と
め
て

お
き
、
い
つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ポ
ー

タ
ブ
ル
ス
ト
ー
ブ
や
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
な
ど
、
電
気
が
な
く
て
も
使

え
る
暖
房
器
具
も
準
備
し
て
お
く

と
安
心
で
す
。

ロ
ン
グ
バ
ー
ジ
ョ
ン

を掲載しませんか広告に
　町では、広報とうやこに民間の企業や自営業の人
の広告を掲載することで地域経済の活性化を図るた
め、広告を募集しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きは、問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74-3004）

とうやこ

国
税
に
関
す
る
質
問
、
相
談
が

あ
る
場
合
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ︵
Ｈ
Ｐ
︶の
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
で
解
決
し

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

の
ご
案
内
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今年は、北海道胆振東部地震から５年、北海道南西
沖地震から30年、関東大震災から100年となるなど、
過去の地震災害を振り返るとともに、今後に備える取
組みが行われています。
　北海道胆振東部地震では、道内全域で大規模停電が
発生し、断水が起こって飲食が困難になり、携帯電話
がつながりにくく、連絡や情報入手が困難になったほ
か、交通機関が運休するなど、私たちの日常生活に大
きな影響が出ました。また、厚真町を中心に大規模な
斜面崩壊が起こり、多くの死傷者が出たほか、厚真町
の火力発電所、室蘭市の石油コンビナート施設の火災、
登別市、安平町、むかわ町などで多数の住宅被害が発

生しました。
　いつ起こるか分からない地震に対して、みなさんは
日頃からどういう備えをしていますか。水や食料の備
蓄、非常時の持ち出し品の準備、家の中や職場で家具
などが倒れてこないように、耐震固定をしておきま
しょう。地震が発生した時の連絡手段や集合場所につ
いて、あらかじめ家族で話し合っておくことも大切で
す。
また、冬季に地震が発生した場合に備え、防寒具や

手袋などの防寒グッズをまとめておき、いつでも持ち
出せるようにしておきましょう。ポータブルストーブ
や使い捨てカイロなど、電気がなくても使える暖房器
具も準備しておくと安心です。
■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

気象台からの
お知らせ

いつ起こるかわからない災害に
備えて寒さ対策もお忘れなく

「北海道水資源の保全に関する条例」に基づく事前届出について
この条例は、水資源の保全に関する施策を総合的に

推進し、本堂の豊かな水資源がもたらす恩恵を現在と
将来の世代が享受できるよう、道民の総意として制定
したものであり、水資源保全地域に指定された区域内
で土地取引行為を行う場合は、土地の権利者は、契約
締結の３カ月前までに知事へ届出が必要です。

【届出先】
・各総合振興局、振興局地域創生部地域政策課
・権限移譲市町村（稚内市、北斗市、倶知安町、上富良
野町、下川町、枝幸町、厚真町、むかわ町）

【問合せ先】
北海道総合政策部計画局土地水対策課資源保全係
☎ 0142－204－5178

北海道または権限移譲市町村 ②水資源保全指針
などに沿って助言

①売買前に届出
　（３カ月）

土地所有者
（売主） 買主

水資源保全地域

③助言内容を伝達

➡

な
い
場
合
に
は
、
11
月
１
日
か
ら

相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
電
話
を
か

け
、
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
す

る
内
容
の
番
号
を
選
択
す
る
と
国

税
庁
の
職
員
が
応
対
し
ま
す
。

■
国
税
庁
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０

－

00

－

５
９
０
１

■
問
合
せ

室
蘭
税
務
署︵
☎

０
１
４
３

－

22

－

４
４
０
３
︶

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の

ご
案
内

高
校
、
大
学
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し

た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。
子
ど

も
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

を
固
定
金
利︵
年
１・
95
％)

で
利

用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の

み
の
返
済
に
で
き
ま
す
。

■
返
済
期
間

18
年
以
内

■
融
資
の
使
途

入
学
金
、
授
業

料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
の
敷
金・
家
賃
な
ど

■
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返

済■
問
合
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー︵
☎
０
５
７
０
―

０
０
８
６
５
６
︶

※指定地域は、地域を管轄する道総合振興局・
振興局、道のホームページで確認できます。
ホームぺージはＱＲコードからご覧できます。
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募

集

ことうや
大規模災害が発生すると、物流がストップし、食料品
や生活用品などが手に入りにくくなります。
　平成30年９月に発生した胆振東部地震に伴うブラッ
クアウトでは、１週間程度、食料品の品薄や欠品が多い
状態が続きました。
　いつ発生するかわからない災害に備えるためには、家

No.32

ご家庭での備え
について

庭で普段から食べている物や、使っている物を少し多め
に購入しておき、それらを備蓄品として最低でも３日間
できれば１週間分程度の備えを蓄えることが効果的とさ
れています。
　もしもの時のために、ご家庭で備えている備蓄品の点
検や準備を行いましょう。

【水】
　飲料水として１人当たり１日１㍑が必要です。調理な
どに仕様する水を含めると３㍑程度あれば安心です。

【カセットコンロ・カセットボンベ】
　食品を温めたり、簡単な調理に必要です。

【米】
　 ２㌔の米が１袋あると、水と熱源があれば約27食分
（１食＝0.5合＝75㌘とした場合）になります。
【缶詰】
　調理が不要でそのまま食べられる物を選ぶと便利です。

相

談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日

時

11
月
18
日︵
土
︶、
12

月
16
日︵
土
︶
９
時
30
分
~
12
時

■
場

所

ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部︵
☎
82

－

７
０
２
３

担
当
河
合
︶
／
住
民
税
務
課

住
民
・
戸
籍
年
金
係︵
☎
74

－

３
０
０
２
︶

地
方
税
に
関
す
る
手
続
は

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

地
方
税
の
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
」
を
利
用
す
れ
ば
、

郵
送
や
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く

申
告
・
届
出
・
納
税
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
法
人
税
、
市
町
村

民
税
な
ど
の
申
告
も
可
能
で
、
無

料
の
利
用
者
用
ソ
フ
ト
で
申
告
書

を
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

胆
振
総
合
振
興
局

課
税
課（
☎
０
１
４
３

－

24

－

９
５
７
９
）

「ごはんのおとも」講習会のお知らせ
財田米のおいしい炊き方や、地元食材を使った「ごは

んのおとも」の作り方を実演し、財田米の認知度向上や
地産地消の拡大につなげる講習会を開催します。
　講師には、今年から洞爺湖温泉地区で和食店「湖の膳
舎なかむら」を開業した中村悠佑さんを招きます。
　詳細については、今月の回覧も合わせてご覧くださ
い。

■日　時　　12月10日（日）11時～13時※受付10時45分～
■場　所　　洞爺財田自然体験ハウス
■参加費　　無料
■申し込み　11月27日締切（定員10人）
　　　　　　（農業振興課農業振興係☎82－5111）
■問合せ　　（農業振興課農業振興係☎82－5111　
担当：村上、中川）

自
衛
官
募
集

一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補

生
、
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
種
目

①
第
５
回
自
衛
官

候
補
生
②
第
３
回
一
般
曹
候
補
生

③
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

■
受
験
資
格

①
②
18
歳
以
上
33

歳
未
満
③
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子

■
受
付
期
間

①
12
月
８
日（
金
）

ま
で
②
11
月
30
日（
木
）ま
で
③
令

和
６
年
１
月
５
日（
金
）ま
で

■
試
験
期
日

①
12
月
16
日︵
土
︶

17
日︵
日
︶②
12
月
９
日︵
土
︶~
12

月
15
日︵
金
︶③
令
和
６
年
１
月
13

日︵
土
︶14
日︵
日
︶※
①
~
③
と
も

期
日
中
の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ

防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

︵
☎
０
１
４
３
︱
44
︱
９
５
３
３
︶
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無
料
法
律
相
談
会
開
催

金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。定
員︵
３

人
︶に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
日

時

①
11
月
16
日︵
木
︶

②
12
月
７
日︵
木
︶
13
時
30
分
~

15
時

■
場

所

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担

当

①
池
田
翔
一
弁
護
士

︵
池
田
翔
一
法
律
事
務
所
︶
②
菊

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

<

寄
付
物
品>

▽
坂
井
千
枝
さ
ん︵
温
３
区
︶

▽
沼
田
盛
昭
さ
ん︵
泉
区
︶

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん︵
入
４
区
︶

▽
山
根
美
千
代
さ
ん︵
虻
６
区
︶

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故藤生静子さん
■９月16日死去■103歳■遺族は美佐男さん■泉区

故今進さん
■８月19日死去■90歳■遺族はチヨミさん■青２区

故石垣紀昭さん
■９月４日死去■79歳■遺族は照子さん■泉区

故長谷川秀夫さん
■９月13日死去■88歳■遺族はトシさん■入４区

故中村春江さん
■９月15日死去■96歳■遺族は一明さん■清水

９月20日から 10月 19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

▽
矢
野
孝
典
さ
ん︵
虻
７
区
︶

▽
教
育
委
員
会
管
理
課︵
学
校
教

育
係
︶

▽
ふ
る
さ
と
の
丘
総
合
福
祉
間

▽
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
松
よ
し

▽
旭
団
地
一
同

▽
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り
荘

▽
立
泉
寺

▽
睦
会

菊
好
き
の
母
の
季
節
の
巡
り
く
る

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
風

蝦
夷
富
士
の
頂
染
め
る
初
紅
葉

　
　
　
川
上
智
恵
　
　
　

気
が
付
け
ば
見
慣
れ
し
山
は
初
紅
葉

亀
倉
千
鶴
子
　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会

10
月
定
例
会

亡
き
友
の
在
り
し
日
偲
ぶ
初
紅
葉

千
葉
征
子

寄

付

故今村照義さん
■９月21日死去■89歳■遺族は知恵さん■虻５区

地
俊
邦
弁
護
士︵
北
海
道
み
ら
い

法
律
事
務
所
︶

■
問
合
せ

住
民
税
務
課
住

民
・
戸
籍
年
金
係︵
☎
74

－

３
０
０
２
︶

働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
働
き
た
い
人
に
向

け
た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。

そ
の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日

時

12
月
14
日（
木
）
13

時
30
分
~
15
時
30
分

■
場

所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対

象

お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内

容

就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

■
問
合
せ

む
ろ
ら
ん
地
域
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
１
４
３

－
50
－
６
１
８
６
）

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

洞
爺
湖
消
防
団
長
に

　
　
矢
野
克
典
氏
就
任

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
洞
爺
湖

消
防
団
の
矢
野
克
典
氏
が
、
10
月

１
日
付
で
消
防
団
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

矢
野
消
防
団
長
は
就
任
に
当
た

小
鳥
来
る
双
眼
鏡
と
万
華
鏡

　
　
　
長
曾
我
部
弓
子
　
　
　

秋
雲
を
く
づ
し
起
重
機
没
日
吊
る

　
　
　
矢
野
智
子
　
　
　

故眞屋弘さん
■10月５日死去■94歳■遺族は土肥和子さん■入４区

故三浦憲二さん
■９月21日死去■53歳■遺族は政美さん■入４区

故黒木正利さん
■９月22日死去■90歳■遺族は和子さん■清水

故矢野英男さん
■９月23日死去■93歳■遺族は知子さん■虻５区

故鈴木ヒデさん
■９月28日死去■97歳■遺族は千恵子さん■青２区

故大西アサ子さん
■10月８日死去■74歳■遺族は富男さん■虻４区

故小林房子さん
■10月14日死去■88歳■遺族は日輝さん■青１区

り「
団
員
が
一

丸
と
な
っ
て
消

防
活
動
に
力
を

尽
く
し
ま
す
」

と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。




